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複雑性尿路感染症に対するHBK(筋 注投与)の 臨床的応用

藤 村 宜 夫 ・湯 浅 健 司 ・上 間 健 造 ・黒 川 一 男

徳島大学泌尿器科(主 任:黒 川一男教授)

慢性複雑性尿路感染症12例 に対 してHBKを1回50mgま た は75mg,1日 朝夕2回,5日 間

連続投与(筋 注)し,つ ぎの成績 を得た。

1)総 合臨床効果 は12例 中,著 効5例 、有効4例,無 効3例 で,有 効率は75%で あった。

2)細 菌学的効果は20株 中,消 失15株(75%),存 続5株,HBK投 与後 出現菌 はA.faecalis,

M.morganii,S.faecalisの3株 であ った。

3)副 作用 では,自 他覚的 なものは全 くな く、 投与前後における臨床検査値 の異常はみ られなか

った。

HBKは 微生物化学研究所 において研究され,明 治製

菓株式会社で開発 さ れ たDKBの 新規誘導体のア ミノ

配糖体系抗生物質である。

本剤 は,グ ラム陽 性菌をは じめ,グ ラム陰性桿菌 に も

幅広い抗菌 スペ ク トルを有 し,こ とに ブ ドウ球菌に対す

る抗菌力は優れている。

筋注投与に よって高 い血 中濃度が得 られ尿中への排泄

も勿論良好 で,腎 毒性はDKBと 同等か や や 弱 く、聴

力毒性 もAMKよ り弱 い の で,泌 尿器科領域におい て

も本剤の有用性が充分に期待 され る こ とか ら,こ のた

び,明 治製菓(株)よ り本剤 の提供を受け,複 雑性尿路感

染症に使用す る機会を得たので,そ の成績 を報告す る。

なお,HBKの 化学構造式はつ ぎの通 りであ る(Fig.1)。

Fig. 1 Chemical structure of HBK

6-O-(3-Amino-3-deoxy-ƒ¿-D-glucopyranosyl)-4-O-(2, 6-diamino-

2, 3, 4, 6- tetradeoxy-a-D- erythro-hexopyranosyl)-1-N-(S)-4-

atoino-2- hydroxybutyryl)-2-deoxy-n-streptamine sulfate

I.方 法

1.対 象

対象患者は、昭和58年5月 か ら8月 までの問 に徳 島

大学医学部付属病院泌尿器科に入院 し,複 雑性 尿路感染

症 を有 していた12例 であ る。

感染症の内訳は、慢性複雑性腎孟腎炎7例 、慢性複雑

性膀胱炎4例,慢 性複雑性尿道膀胱炎1例 で,基 礎疾患

は膀胱癌3例,腎 結石3例,前 立腺癌2例,前 立腺肥大

症,神 経 因性膀胱,膀 胱憩室,尿 管結石各1例 であった。

性別は男7例,女5例 で,年 齢は32歳 から80歳 に

分布 し,平 均63歳 であ っ勧,

2.投 与方法

HBKを1回50mgま たは75mg,1日 朝夕2回,5

日間連続筋肉内注射 した。

3.臨 床効果判定

主治医独 自の効果判定 と,UTI研 究会に よる薬効評

価基準 に準拠 した判定を行 なった。

II.成 績

1)総 合臨床効果

UTI薬 効評価基準に よる効果は12例 中,著 効5例,

有効4例,無 効3例 で75%の 有効率であった。

UTI疾 患別では,複 雑性 腎孟腎炎 は7例 中,碧 効3

例,有 効4例 で100%の 有効 率 に。対 して,複 雑性膀胱

(尿道)炎 は,5例 中,著 効2例,無 効3例 で40%の

有効率であったが,無 効の3例 は.留 置 カテーテル症例

(第5群:2例)と 前立腺術後 感染症例(第2群:i例)

であ った(Table 1,2,3)。

2)細 菌学的効果(Table 4)

HBK投 与前 に12例 か ら分離 された菌 種は20株 で,

この うち15株(75%)が 消失 したが,5株(Smarces-

cens 4株,P.aeruginosa 1株)は 存続 した。なお,本 剤

投与後 に新たに出現 した 菌 は,A.faecalis,M.morga-

nii,S.faecalisの 各1株 であった。

主 な菌種 についてみる と,E.coliの6株 はすべて消失

したが,S.marcescensは6株 中,1株 が消失 したにすぎ

ず,P.aeruginosaは3株 中,2株 が消失 した。

3) 副作用(Table 5)
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全例に,自 ・他覚的副作用 は認め られなかった。血液

生化学検査 にお い て 症 例6で,S-GOT(23→50),S-

GPT(22→45),症 例12でBUN(22→45)の 一過性の

上 昇がみ られたが,患 者 の臨床経過などか ら勘案 して本

剤 の影響 とは考えられ なか った。

III. 考 按

全 国16泌 尿器科研究機関における,複 雑性尿路感染

症 に対す る成績 は,第31回 目本化学療法学会西 日本支

部総会(新 薬 シンボジウム)に おいて報告 され,%2例

中,著 効43例(16%),有 効86例(33%),無 効133

例(51%)で 総合有効率は49%と,必 ず しも満足すべ

き結果ではな く,わ れわれの75%と 比べ て低率であっ

た。

この原因 は,カ テーテル留置症例(第1群345% ,第

5群:25%)に 対す る効果 が悪 いことと,さ らに,ア ミ

ノ配糖体系 を含む筋 注剤全般 にみ られ る傾 向として,前

立腺 術後感染症に対 して有効性 に欠けることによるもの

と考 えられ る。

ちなみ に,こ れ らの群(第1,2,5群)を 除 いた有効率

は,116例 中,著 効36例(31%),有 効44例(38%) ,

無効36例(31%)で69%と 高 く,著 効率でも31%

を示 し,ア ミノ配糖体系抗生剤本来持 ち前の切れ味の良

さを うかがわせる成績 であった。点滴静注投与の抗生剤

之 比ぺ て筋注剤が第2群(前 立腺術後感染症)に 効果が
一劣る傾 向にあ るのは

,感 染病 巣の前立腺床の特殊性によ

るものと考え られ,点 滴投与に よる尿量増加が,前 立腺

床部 のWash-out効 果 を高め,除 菌作用の重要な要因に

なっているようであ り,前 立腺術後感染症の早期除去に

対す る尿道 洗浄(前 立腺床洗浄)の 有用性は,す でに確

認 されてい るところである。

菌種別効果 につ いてみ ると,S.marcescens症 例は5例

中,著 効1例(MIC:100μg/ml),有 効1例(MIC=200

μg/ml),無 効3例(MIC:400,>800,>800μg/ml)と

他 の菌種に比べ て高度耐性菌 がみられた。

しか し,こ のたび の 投 与 量 が100mg/日 または150

mg/日 であ り,本 剤の安全性か らみ ても200～300mg/

日に増量す るこ とによって第1,2,5群 に対す る効 果 な

らびに至適用量が 明確にな るもの と思われる。

以上,泌 尿器科領 域の複雑性 尿路感染症にHBKを 投

与 し,有 効性,安 全性お よび有用性 を確認す ることがで

きた。
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Table 5 Laboratory findings
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CLINICAL STUDIES ON HBK IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION

NOBUO FUJIMURA, KENJI YUASA, KENZO UEBIA and KAZUO KUROKAWA

(Director: prof. K. KUROKAWA)

Department of Urology, School of Medicine, The University of Tokushima

HBK was given intramuscularly to 12 patients with chronic complicated urinary tract infection at
dosage of 100 mg or 150 mg b. i. d. for 5 days and the clinical results were obtained as follows.

1) The effectiveness rate was 75%; excellent in 5 cases (42%), moderate in 4 cases (33%), and
poor in 3 cases (25%).

2) Twenty strains were isolated before treatment and were eliminated in 15 strains (76%) and
persisted in 5 strains including 4 S. marcescens.

3) No subjective side-effects were observed in any of the cases, nor any abnormal changes were
observed in hematological or biochemical findings.


